
 
 

令和２年９月定例会 一般質問通告要旨 
 
順番 １３ 

質 問 議 員 名 阿部 聡 

質 問 項 目 質    問    要    旨 要求答弁者

１ 新型ウイルス

禍からの回復の

ために切れ目な

い一手を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 水害対策に更

なるソフト対策

を 

 

 

（１） 新型ウイルス対策で新発田市は感染防止対策はもちろん、経

済の回復を目指した対策でも次々に手を打っています。 

4 月 10 日には第 2 次緊急対策を成立させました。月岡温泉支援で

は連休明けの 5 月 7 日・8 日から、市内飲食業支援では 7 月 1 日から

「今得キャンペーン」を開始しました。全国的にも最速で最大級の経

済対策でした。その甲斐あってとくに月岡温泉の雇用は奇跡的に守ら

れています。市長のリーダーシップと担当課のきめ細かな情報収集の

賜物です。 

現状、月岡温泉の「今得キャンペーン」第 2 弾は 8 月 29 日現在 1

旅館を除いて売り切れ、9 月は 4 連休を除いて予約はほとんどありま

せん。そこで質問します。 

 

① 月岡温泉｢今得キャンペーン｣をさらに拡充し、なるべく 

早く実施できるよう、切れ目なく継続すべきではありません

か。 

 

（２） 新型ウイルス感染者やその家族、さらに所属する会社など 

への差別・誹謗中傷が相次いでいると伝えられています。目前

の困難に対して一致団結、苦しい時こそ助け合うべきなのに誠

に残念です。他の自治体では条例を制定するなどの動きもある

そうです。そこで、次の質問です。 

 

① 新発田市では新型ウイルス感染者などへの差別・誹謗中 

傷を行わないように促す内容の条例を制定する予定はあり

ますか。 

 

② 教育現場では児童生徒にどのような指導をしています 

か。 

 

 

7 月 31 日、8 月 30 日に市内で内水氾濫が起きました。主に中田川

流域です。時間雨量 50mm とのゲリラ豪雨対策は、根本的には浚渫

や川幅を広げるなどのハード的手法で通水能力を高める必要があり

ます。国土交通省では新たに「流域治水」との考え方にシフトすると

のこと、もちろんハード面の対策は進めなければなりません。しかし、

ハード事業には時間がかかり、今すぐに直面する問題を解決すること
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はできません。 

現況、中田川から加治川へ西名柄・道賀の排水機を使って加治川に

強制排水をしているものの、短時間の豪雨には対応しきれませんでし

た。 

7 月 31 日は私が午前 7 時半に連絡を受けて 8 時前に「いわい団地」

を出て「緑町本丸中学校前」に到着したとき、8 月 30 日は地元の方

によると夜『半沢直樹』が始まる頃雨が激しくなり、CM の間に見に

行ったら中田川の越水が始まっており、再び冠水したそうです。30

分弱です。 

排水機のポンプは手動ですが、二葉橋に水位計が備えてあります。

水位が上昇し始めてそのスピードを測れば、越水時間は予測できま

す。手動ではなくリモートで作動させることができれば、越水を防ぐ

ことができることもあるのではないでしょうか。そこで最後の質問で

す。 

 

（１） 水位計の情報などを県地域振興局・土地改良区などと共有 

し、早い時期に排水機のポンプをリモートで作動させてはいか

がですか。ご検討願えませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


